



















































































































2.燕三条の産業と観光資源―リサーチ・ペーパー―（里 村 星 香）
2-1 燕三条の付加価値額創出能力付加価値額は、国や自治体などの基礎数値として統計資料などに使用され公表される指標である。付加価値額の計算にはいくつかの方法があるようだが、本稿では、新潟県統計課[2014]にもとづき、利益に給与総額と租税公課を繰り戻したものを付加価値額とする。利益は株主への還元、給与総額は従業員への労働力の対価、租税公課は納税の責務果たしているものと考え、これをもって企業が営業活動により生み出した付加価値額と考えるようである2。 図表2-1 付加価値額の比較 
図表2-1は、「金属製品製造業」の付加価値について、全国、新潟県および県内市町村上位5位の価値創出額を記したものである。全国で3兆2千1百59億3千
1 百万円の付加価値があり、そのうち新潟県では、1千 53億 3千 1百万円を創出している。さらに、新潟県内市町村の内訳でみれば、1位は燕市の2百94億7
千 6百万円、2位は三条市の 1百 80億 4百万円となっており、燕市と三条市を合わせて、4百74億8千万円となり、新潟県の「金属製品製造業」の付加価値額の45%を占め、対全国比でみても1.5%を占めている。 このことから、燕三条の「モノづくり」は新潟県内ではいうまでもなく、全国でもその存在感には確かなものがあるといえよう。 参考までに、新潟県全体の「農業」の付加価値額は




2百 97億 7千 6百万円となり、燕市全体の付加価値額の17.5％を占めており、三条市の「金属製品製造業」の付加価値額は 1百 80億 4百万円で、三条市全体の付加価値額の9.7％を占めている。 
図表2-2 県央地区市町村の付加価値額（全体）（単位：百万円、カッコ内数字：一人あたり付加価値額） 
市 付加価値額 総額 第1位 第2位 第3位 第4位 第5位 
三条市 185,488 その他の卸売業1 
18,491（680） 金属製品製造業 18,004（350） 飲食料品卸売業 10,381（1,485） 医療業 9,444（421） その他の小売業1 9,340（387）
燕 市 167,946 金属製品製造業 
29,476（389） 鉄鋼業 12,181（1,237） その他の卸売業 12,022（686） 電気機械器具製造業11,287（744） 生産用機械器具製造業  8,744（411）
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3百 58億 5千 1百万円である。燕市と三条市の「金属製品製造業」と県内農業の付加価値額を比較すれば、前者が116億2千9百万円多く、農業大国を自他ともに認める「農業立県新潟」の付加価値額よりも燕市・三条市で生み出される「金属製品製造業」の付加価値額が凌駕しており、まさに県内の産業と経済をけん引する役割を担う役割として大きな存在感がある3。 
2-2 他地域産業との比較図表 2-1から付加価値額の燕市と三条 産業別内訳をうかがえば、燕市の付加価値額は、全体では1千
6百79億4千5百万円で、「金属製品製造業」が1位となっている。 同じく、三条市の付加価値額は、全体では1千8百
54億8千8百万円で、「金属製品製造業」は2位となっている。燕市の「金属製品製造業」の付加価値額は
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市 付加価値額 総額 第1位 第2位 第3位 第4位 第5位 
長岡市 527,780 原油・天然ガス鉱業 
52,287（8,984） 医療業 33,842（480） 生産用機械器具製造業26,941（573） 総合工事業 20,268（348） 
社会保険・社会福祉・介護事業 
18,036（323）
柏崎市 175,709 電気業 
29,256（2,118） はん用機械器具製造業 13,422（470） 医療業 9,505（461） 設備工事業 8,480（544） 専門サービス業 8,408（3,548）
上越市 341,410 化学工業 





図表2-4 燕市の企  事業所数 （社） 全事業所数に占める割足(%)
従業者数 （人）
1社あたり従業者数（人） 
う ち 個人 業 主（社） 
個人事業主率（％） 
うち無給 家族従業者（人） 
無給従業者率 （人） 製造業 2,492 38.1% 19,899 8 1,530 61.4 665 0.43
卸売・小売業 1,545 23.6% 10,167 6.6 767 49.6 345 0.45
サービス業（他に分類されないもの） 790 12.1% 4,235 5.4 452 57.2 127 0.28
建設業 446 0.0% 2,176 4.9 267 59.9 45 0.17
飲食店，宿泊業 412 6.8% 2,071 5 317 76.9 117 0.37
医療，福祉 229 6.3% 3,054 13.3 96 41.9 12 0.13
不動産業 221 3.5% 303 1.4 188 85.1 14 0.07
教育，学習支援業 195 3.4% 1,276 6.5 109 55.9 6 0.06
運輸業 72 3.0% 1,565 21.7 11 15.3 6 0.55
金融・保険業 58 1.1% 693 11.9 9 15.5 2 0.22
複合サービス事業 33 0.9% 423 12.8 3 9.1 - - 
公務 21 0.5% 717 34.1 - - - - 
農林漁業 17 0.3% 120 7.1 - - - - 
情報通信業 9 0.3% 62 6.9 2 22.2 - - 
電気・ガス・熱供給・水道業 6 0.1% 50 8.3 - - - - 
計 6,546 0.1% 46,811 3,751 1,339 
出所：『平成18年 燕市の事業所・企業統計調査の結果』より筆者作成 
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また、図表 2-3で比較対象を「長岡市」、「柏崎市」、「上越市」に拡げた場合、長岡市の1位は「原油・天然ガス鉱業」で 5百 22億 8千 7百万円、柏崎市の 1位は「電気業」で 2百 92億 5千 6百万円、上越市の
1位は「化学工業」で3百9億8百万円となっている。 着目すべきは、共通してそれぞれの2位と産業と比較すれば、際立って付加価値額の規模が異なる点であ
る。さらに、従業員1人当たりの付加価値額に目を転じれば、比較対象市の1位は、長岡市「原油・天然ガス工業」で8,984万円、柏崎市「電気業」で2,118万円、上越市「化学工業」で1,381万円と際立って大きな数字になっていることがわかる。 くわえて、1 人当たりの付加価値額の比較は論考を進める あたり重要な示唆を与える。図表を遡って図
図表2-3 比較市町村の付加価値額（全 百万円、カッコ内数字：一人あたり付加価値額） 
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図表2-4 燕市の企業規模推定 事業所数 （社） 全事業所数に占める割足(%)
従業者数 （人）
1社あたり従業者数（人） 
う ち 個人 業 主（社） 
個人事業主率（％） 
うち無給 家族従業者（人） 
無給従業者率 （人） 製造業 2,492 38.1% 19,899 8 1,530 61.4 665 0.43
卸売・小売業 1,545 23.6% 10,167 6.6 767 49.6 345 0.45
サービス業（他に分類されないもの） 790 12.1% 4,235 5.4 452 57.2 127 0.28
建設業 446 0.0% 2,176 4.9 267 59.9 45 0.17
飲食店，宿泊業 412 6.8% 2,071 5 317 76.9 117 0.37
医療，福祉 229 6.3% 3,054 13.3 96 41.9 12 0.13
不動産業 221 3.5% 303 1.4 188 85.1 14 0.07
教育，学習支援業 195 3.4% 1,276 6.5 109 55.9 6 0.06
運輸業 72 3.0% 1,565 21.7 11 15.3 6 0.55
金融・保険業 58 1.1% 693 11.9 9 15.5 2 0.22
複合サービス事業 33 0.9% 423 12.8 3 9.1 - - 
公務 21 0.5% 717 34.1 - - - - 
農林漁業 17 0.3% 120 7.1 - - - - 
情報通信業 9 0.3% 62 6.9 2 22.2 - - 
電気・ガス・熱供給・水道業 6 0.1% 50 8.3 - - - - 

































































2-3 域内の産業構造の変化 「事業所別付加価値額」は、調査地域内にある製造工場などの付加価値額創出の施設により創出された数値である。一方の、「企業別付加価値額」は新潟県内に本社がある企業が創出した付加価値額の合計である。 したがって、企業別付加価値額は、域外（県外・国外を含む）にある生産拠点で創出された額を含む数値
である。 
 図表2-5 事業所別付加価値額と企業別付加価値額の比較 
(単位：百万円)  総  額 金属製品製造業 事業所別 企業別 事業所別 企業別 三条市 185,488 216,340 18,004 38,277燕 市 167,945 135,058 29,476 28,089計 353,433 351,398 47,480 66,366出所：新潟県統計課[2014],RESUSをもとに筆者作成 
 新潟県統計課[2014]は、事業所別付加価値額を採用しており、内閣府地域創生推進室が提供する統計サービス「RESUS（地域経済分析システム）5」では企業別付加価値額を採用している。 図表 2-5で見るように、三条市と燕市の「金属製品製造業」の事業所別付加価値額は合わせて、4 百 74億8千万円、これに対して、企業別付加価値額は6百
63億6千6百万円となっている。両者の差額が意味するものは、域内もしくは域外の生産額の差額を表していると考えられる。 特に、三条市の両数値の差異は顕著である。図表2-6の示す通り、燕・三条地域の産業クラスタの構造は「両地域とも地場産業においては、産地問屋と呼ばれる卸が販売、物流、在庫機能を引き受け、地域の元請メーカーに製造を発注、地域内分業により生産を行うという形態で取引を行ってきた(商工総研[2009]，p.2)」特徴がある。 
 図表2-6 燕・三条地域製造業集積の構造 
 出所：商工総研[2009], p,3 
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(単位：百万円) 総  額 金属製品製造業 事業所別 企業別 事業所別 企業別 三条市 185,488 216,340 18,004 38,277燕 市 167,945 135,058 29,476 28,089計 353,433 351,398 47,480 66,366出所：新潟県統計課[2014],RESUSをもとに筆者作成 
新潟県統計課[2014]は、事業所別付加価値額を採用しており、内閣府地域創生推進室が提供する統計サービス「RESUS（地域経済分析システム）5」では企業別付加価値額を採用している。 図表 2-5で見るように、三条市と燕市の「金属製品製造業」の事業所別付加価値額は合わせて、4 百 74億8千万円、これに対して、企業別付加価値額は6百
























































































(単位：百万円) 総  額 金属製品製造業 事業所別 企業別 事業所別 企業別 三条市 185,488 216,340 18,004 38,277燕 市 167,945 135,058 29,476 28,089計 353,433 351,398 47,480 66,366出所：新潟県統計課[2014],RESUSをもとに筆者作成 



























































































































































































































モーションを開始し、2012年には自立的かつ継続的な発展を目指し、同社と東大阪の町工場約 50 社が参加し、「大阪モノづくり観光推進協会」が設立された（DBJ[2015], p.9）。また、「単に工場見学するだけでなく、「町工場のおっちゃん」から製品や技術へのこだわりを聞き、モノづくりの原点に触れるツアーとして評判となり、また、修学旅行の班別行動・キャリア教育重視の流れも相俟って、東大阪の町工場に訪れる修学旅行生は年間6千人を超えるまでに大きく増加。営業・送客は旅行会社、ツアーの企画・マッチングは同協会といった役割分担で事業を拡大している。現在、大阪府外の参加者が95％を占め、その3割ほどがリピーター（DBJ[2015], p.9）」だという。 
DBJ[2015]は、「地域ブランドの発信によるメリットを共有できる多数の企業が存在し、地域活性化の危機意識のもとに集結（DBJ[2015], p.9）」、「地域において観光資源となるもの何か、を突き詰める。そして域外の人の興味を引くものかどうかを検証（DBJ[2015], 












































































図表 3-1は産業観光の類型をマトリクスにまとめたものである。縦軸には企業の規模を、横軸にはターゲットをとっている。  小 括 以上の事例について、DBJ[2015]ではヤマハはCSR活動の一環として、大田観光協会は地域住民にまちの魅力を知ってもらうことを目的としての産業観光であり、「地域啓蒙・CSR型」として分類している。川崎産業観光振興協議会、北九州産業観光センター、大阪モノづくり観光推進協会は観光客誘致のための「観光型」であると分類している。 燕三条の「工場の祭典」について、DBJ[2015]は域外客、バイヤー、地域住民を主なターゲットとしてまとめている（DBJ[2015], P10, 図表3-1）。観光客誘致のためには域外客へとターゲットを絞った戦略をとる必要があると考えられる。着地型観光では、受け入れ側である地域から魅力を発信する必要があり。このため、住民の観光への理解と協力は必要不可欠である。 
 
 
  補 足  日本版CCRC構想について 「日本版CCRC構想」は、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」（平成26年12月27日閣議決定）にて掲げられた主要政策のひとつである。 日本版 CCRC構想有識者会議8にてまとめられた素案では「東京圏をはじめとする高齢者が、自らの希望に応じて地方に移り住み、地域社会において健康でアクティブな生活を送るとともに、医療介護が必要な時には継続的なケアを受けることができるような地域づくり（日本版 CCRC[2015]，p.1）を目指すもの」としている。 また、その意義として、「①高齢者の希望の実現 ②地方へのひとの流れの推進 ③東京圏の高齢化問題への対応」を掲げている。(CCRC[2015]，p.1) 三菱総研[2015]は日本版CCRCのメリットとして、
5つの面を掲げている。 







出所：三菱総研[2015], p.7，表2 また、三菱総研[2015]は以下の 5点を機能として挙げている。 
(1) 居住機能 日本版 CCRC は、居住者が健康時に入居し、自立した快適な生活を送 ことのできる居住空間を基本とし、事業者による見守りや要介護状態になった時にもできる限り在宅で暮らし続けることが可能となるよう、安心、安全を担保する設備が備わっている。（p.8） 
(2) 健康・医療・介護機能 居住者は、介護予防、認知症予防、健康維持・増進のための支援を受けることができる。また、介護や医療が必要になった場合には、在宅を基本とした支援を受けることができる。事業者は、自治体、介護・医療機関等と連携し、居住者ケアのための仕組みを構築する。（三菱総研[2015], p.8） 


































































様な社会参加の機会が設けられている。事業者は、自治体、地域の NPO、近隣の大学などと連携し、それらの機会を創出する。（三菱総研[2015], p.8） 





ない。しかし、地方が少子高齢化と人口流出という問題に直面している今日、人口の減少が観光への悪影響につながることも考えられる。三菱総合研究所[2015]は「高齢化、人口減少、雇用不安を逆手にとり、アクティブな高齢者の健康を保ち生きがいをもたらし、住み替えや地方への移住を進め、新たな産業と雇用を創出することで日本が課題先進国から課題解決先進国となることができる（三菱総研[2015], P.7）」と述べている。 中高年層の定住化への誘致の事例は過去から存在している。Kotler, Haider, Rein[1996]は、「フロリダ州は80年代に増加した人口の、実に90％が引退した市民であった。フロリダ州は1985年から90年の間に



















































































































































































































































































































































































































































































































































































まず、新潟県を軸とした現状把握について「交通」と「観光」の視点から報告します。 （北陸新幹線開業前の）現在、東京と金沢間をアクセスする場合、越後湯沢 で上越新幹線を利用し、続いて北越急行の「ほくほく線」と「北陸本線」の相互乗り入れで と金沢を直通で結ぶ特急「はくたか」に乗り換えます。所要時間は、約 3時間 50分ですが、北陸新幹線開通によって速達タイプの場合だと１時間 30分程短縮されて約 2時間半で移動できるよ
うになります。 気になる新潟県内の停車駅ですが、現時点の JR東日本・JR 西日本のプレスリリースによると、速達対応の停車はなく、上越妙高駅、糸魚川駅への停車が、東京～金沢間の直通列車で往復 14 本、長野～金沢間の直通列車で往復1本と公表されています。東京から上越・北陸地方へアクセスする際に乗り換え不要であることを考慮すれば、利便性は飛躍的に向上することになります。 
こちらの上越新幹線の１日平均乗車人数のスライドをご覧ください。このグラフから、3 つの特徴が読み取れます。 
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比較対象に金沢を選定した理由は、北陸新幹線開業を控えていることと、新潟と金沢は本州日本海側の主要都市であるという観点からです。 金沢の観光のルーツを探ると、「百工比照（ひゃっこうひしょう）」と「天下の書府」という２つのキーワードにたどり着きます。 金沢は、前田利家公の金沢城への入城以降、大名主導による武家社会を中心にまちづくりが進められてきました。その中でも、五代目藩主の綱紀公は、特に工芸技術、学問、文芸に力をいれました。 全国各地から集められた工芸品のコレクションが「百工比照」です。金沢城内に設けられた「御細工所（おさいくしょ）」で、自身が集めた全国の工芸コレクションについて研究させました。 
現在、金沢に数多く存在するこれらの伝統工芸は綱紀が集めた工芸品の技術をもとに独自の発展を遂げたものです。ここで培ったノウハウを町人にも教えることで藩経済の振興を促したところが歴代藩主の中でも名君といわれる所以でしょう。 現在では、多くの工芸品が存在する金沢を「クラフト都市」と銘打ち、2009年にはユネスコが定める「創造都市未来ネットワーク」のクラフト分野に世界で初めて登録されるなど、自他ともに認める国際的なクラフト都市に発展しています。 現在、金沢はこれらの工芸品をもとにした体験型観光を積極的に行っています。 また、綱紀公はたいへん多くの書物を集めました。この結果、儒学者新井白石に「加州（加賀）は天下の書府なり」と賞賛したことは有名な逸話です。 
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に観光客入り込み数が多いことがわかります。土地の広さも関係していると思 ます 、新潟県は決して観光客が少ないわけではあり せん。 先ほどの新幹線の県内の1日の平均乗車人数に365を掛けて7,160万人から差し引いてみると、新潟県には単純に年間531万人が、新幹線を利用して観光やビジネスで訪れている計算になります。ということは、新幹線が減便されたとしても、新潟の観光にはさほど影響は及ばないのではないか という仮説が成り立ちます。 現在、長期の景気低迷や人口の減少・少子化問題等により、地球経済は大きな構造変化の局面を迎えています。そのような状況下で、2010 年 6 月に国の成長戦略として「観光立国・地域活性化」戦略が掲げられました。それは「観光」の地域に対する高い経済波及効果、雇用創出効果が期待されているからになりません。 ここで、お手元の参考資料にある、県央地域の観光別の観光客数の統計をご覧ください。ここでは、観光別に見ることで県央地域ではどこが強みになっているのかが明確に理解できます。 
たとえば、弥彦村は自然、歴史・文化、三条市であれば都市型観光が強みであるとみることができます。 私自身、県央の在住者ですが、この統計を見たときに驚きました。県央地域にはこれほどたくさんの観光資源が存在していたのだと改めて知りました。私も含めてですが、おそらく、地域の観光資源を知らない人はたくさんいるのではないかと思います。知らないと
17 
実際のところ首都圏を往復する新幹線を必要としているのは、新潟～浦佐の駅を使う人たちが純粋な利用者として絞りこまれます。 これまでみたように、北陸新幹線の開業によ 、上越以西へのアクセスには越後湯沢経由 乗り換えは不要になります。同じく、高崎までの通勤という用途についても、北陸新幹線（実質、長野新幹線の増便分）も選択肢に入ります。東北新幹線が合流す 大宮から東京間のボトルネック現象が問題になるため、北陸新幹線の増便分をどこかで調整する必要があります。つまり、今後は上越新幹線減便の懸念がにわかに現実を帯びています。減便によるビジネスへの影響として、県内経済の停滞が心配されます。 
引き続き、年間の観光客数の比較から観光への影響を考えましょう。 
比較対象は同じ北陸新幹線沿線である、富山県、石川県です。新潟県には約7,160万人の観光客が訪れいます。新潟県には、富山・石川両県とくらべて格段
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このほか、金沢は地震や空襲による被災のない都市です。 ため 震災、戦災の被害を経験した新潟と異なり、古い文化的建造物が現存している点も観光地として大きな魅力となっています。反面、観光中心地である市街地住民は重要文化財保護の立場から個人の都合 家を自由に改修できなかったり、道幅の拡張ができないため生活居住区としては不便が残っています。このため、市街地が過疎高齢化が進み、「買い物難民」やの問題を有している実態もあります。 
しかし、金沢の観光は実に戦略的です。 北陸新幹線開業に合わせて整備されている JR金沢駅「もてなしドーム」は天井がガラスばりで、雨や雪の多い金沢で駅を降り立った人に傘を差し出す「もてなし 心」を表現した全天候型の駅前広場です。なによりも、伝統能「加賀宝生」で使用される鼓をイメージした「鼓門」は金沢の玄関口としてインパクトがあります。 
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有名なところで、「AIDMA」というフレームワークがあります。同フレームワークは、広告宣伝における消費者の行動プロセスを「Attention(注意）」、「Interest(関心）」、「Desire(欲求）」、Memory(記憶）」、「Action(行動）」の 5 つで構成しており、Attentionを「認知段階」、Interest・Desire・Memoryを「感情段階」、Actionを「行動段階」と区別しています。 
AIDMAに独自の改良を加えたものとして、「AISAS」があります。広告代理店の「電通」が提唱するモデルで、今日のインターネット社会に対応すべく、消費者に影響を与える要素を考慮したフレームワークです。「Attention(注意）」、「Interest(関心）」、「Search(検索）」、「Action(行動）」、「Share（共有）」の 5 つで構
成されており、アクションを終えた後、共有というク．
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小学生や中学生のうちから地域資源に興味を持つように教育カリキュラムに地域に根ざした活動を取り入れます。こうすることで、児童・生徒層の興味を育み、多くの人々の地域資源への関心を促すことにつながります。 「欲求段階」では、地域資源以外のものに魅力 感じ、興味をもつことがあげられます。それに対し、地域ににぎわいを創出する施策を行うことで地域への関心を取り戻し、地域のイベントなどに参加する動機付けとなるようまち全体で雰囲気を作ります。 「持続段階」では、地域資源についての学習や体験が一過性のものであるとせっかくつくった機会が無駄になってしまいます。そこで、学習体験の機会を定期的に高い頻度で提供することにより、イベントなどの参加者やリピーターを増やすことにつながります。 「行動段階」では、イベントなどの情報を知らない人や興味がない人の足が出向かないこと、イベント機会が少なすぎること、参加するメリットが感じられないため行く理由がないなどがあげられます。せっかく自治体などが企画しお金をかけたイベントであっても、参加者の増加が見られなければイベントの範囲や規模を拡大することは困難です。そこで我々が提案するのが「地域スタンプラリー」の実施です。 ここで強調したい点は、県央5市町村が連携して実施する広域圏のスタンプラリーだということです。互いの観光資源の弱みを補完する弱点強化戦略と、互いの強みをより増強させる積極化戦略が施せることです。 現有する地域資源を活用するスタンプラリーは、地域住民自ら実際に足を運んで体験することで、今まで意識していなかった地域資源を再発見できます。また、家族や友達と参加したり、参加者同士やイベント タッフとの交流も生まれ、世代や地域を越えたふれあいによる、活き活きとした雰囲気が生まれます。 スタンプラリーは、こどもからお年寄りまで、さまざまな方に気軽に参加してもらいやすいため、参加の動機付けが容易だというメリットもあります。 また、行政上の境界をまたぐスタンプラリーにすることで、縦糸に横糸が通ります。この結果、他の地域や次のイベントへの興味関心が自然に生まれ、自治体
が配布するイベントカレンダーにも自然と目を通す機会が増えます。これにより、地域住民は継続的に地域の行事に参加することになります。同時に、活動を楽しみに来場する参加者の増加も見込めます。 
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県の「金属製品製造業」の付加価値額の45%を創出し、全国の「金属製品製造業」の付加価値額の 1.5％を担っています。 このことから、燕三条の「モノづくり」は新潟県内ではもちろん、全国でもその存在感には確かなものがあり、燕三条の産業クラスタは名実ともに日本の「モノづくり」をけん引しているといえるでしょう。 
続いて、燕三条の「モノづくり」の特徴を再考しながら進めます。 
燕三条の産業の歴史は、江戸時代初期にまで遡り、和釘製造に必要な鍛造工程が今日まで受け継がれています。 
当時は、弥彦山のふもと間瀬銅山から、良質な銅が産出されたため、銅加工の産業も発達しました。 この後、鎖国が解け、西洋から洋釘が入ってくるようになると、和釘の需要は衰退します。 これに対応すべく、持ち前の金属加工技術を生かして、矢立やキセルの製造に転換します。 ところが、万年筆や紙巻きたばこが一般に普及し、それらの需要も減りました。 
そのころ、洋風の文化が一般に普及すると洋食器の製造が盛んになります。写真は、銅製洋食器が製品になるまでの過程が展示されているものです。ここでも、得意の金属加工技術を工夫して市場変化に対応している様子がうかがえます。日本を代表する輸出産業として発展したものの、第2次世界大戦により軍事産業へのシフトを余儀なくされ、洋食器の製造を断念せざるをえない状況になりました。 しかし、終戦後は洋食器の素材は加工が難しいステンレスに移行します。 ここでも高い加工技術をいかして市場のニーズに対応し、戦後特需の恩恵を受けて、再び輸出産業として復活を果たします。 
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続いて、燕三条の「モノづくり」の特徴を再考しながら進めます。 
燕三条の産業の歴史は、江戸時代初期にまで遡り、和釘製造に必要な鍛造工程が今日まで受け継がれています。 
当時は、弥彦山のふもと間瀬銅山から、良質な銅が産出されたため、銅加工の産業も発達しました。 この後、鎖国が解け、西洋から洋釘が入ってくるようになると、和釘の需要は衰退します。 これに対応すべく、持ち前の金属加工技術を生かして、矢立やキセルの製造に転換します。 ところが、万年筆や紙巻きたばこが一般に普及し、それらの需要も減りました。 




























































議論を導く前段階として、「燕三条の産業」と「観光資源」の観点から「モノづくり観光」との親和性について調査し考察を加えました。燕三条を支えるモノづくりには、「高級爪切り」や「アウトドア製品」、伝統の「追槌銅器」、「洋食器」などがあり、世界が認める磨きの技をはじめ、伝統産業から最先端技術、職人工具から家庭用品まで幅広く、品質の高い製品を世に送り出しています。 燕三条の地場産業は、江戸時代初期からの「和釘づくり」をルーツとする金属加工産業と、時代を超えて受け継がれる伝統産業、今日社会の多様なニーズに対応する最先端技術が融合しているところが特徴です。 本研究では、こう た点を踏まえ、地域が創出する「付加価値額」の指標 もとにこの存在感を確認し、燕三条は日本を代表する「モノづくりの集積地」であることを確認します。 
最初に、ここにいう付加価値額について定義します。
新潟県統計課の「経済センサス」にもとづけば、利益に給与総額と租税公課を繰り戻したものを付加価値額と記されています。利益は株主へ、給与総額は従業員へ、租税公課は国や自治体への責務を果たしているものと考え、これを以て企業活動で生み出された付加価値額と考えるようです。 
断な 償却費を繰り戻したものが使われます。この計算式はより実態に近く、国の立場から見たとき、多くの税収があり、雇用が創出され、設備投資による内需の活性化を示す指標といえます。 今回は新潟県統計課の資料に基づいて、初めに説明した計算式を用います。 












県の「金属製品製造業」の付加価値額の45%を創出し、全国の「金属製品製造業」の付加価値額の 1.5％を担っています。 このことから、燕三条の「モノづくり」は新潟県内ではもちろん、全国でもその存在感には確かなものがあり、燕三条の産業クラスタは名実ともに日本の「モノづくり」をけん引しているといえるでしょう。 
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当時は、弥彦山のふもと間瀬銅山から、良質な銅が産出されたため、銅加工の産業も発達しました。 この後、鎖国が解け、西洋から洋釘が入ってくるようになると、和釘の需要は衰退します。 これに対応すべく、持ち前の金属加工技術を生かして、矢立やキセルの製造に転換します。 ところが、万年筆や紙巻きたばこが一般に普及し、それらの需要も減りました。 
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当時は、弥彦山のふもと間瀬銅山から、良質な銅が産出されたため、銅加工の産業も発達しました。 この後、鎖国が解け、西洋から洋釘が入ってくるようになると、和釘の需要は衰退します。 これに対応すべく、持ち前の金属加工技術を生かして、矢立やキセルの製造に転換します。 ところが、万年筆や紙巻きたばこが一般に普及し、それらの需要も減りました。 
そのころ、洋風の文化が一般に普及すると洋食器の製造が盛んになります。写真は、銅製洋食器が製品になるまで 過程が展示されているものです。ここでも、得意の金属加工技術を工夫して市場変化に対応している様子がうかがえます。日本を代表する輸出産業として発展したものの、第2次世界大戦により軍事産業へのシフトを余儀なくされ、洋食器の製造を断念せざるをえない状況になりました。 しかし、終戦後は洋食器の素材は加工が難しいステンレスに移行します。 ここでも高い加工技術をいかして市場のニーズに対応し、戦後特需の恩恵を受けて、再び輸出産業として復活を果たします。 
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議論を導く前段階として、「燕三条の産業」と「観光資源」の観点から「モノづくり観光」との親和性について調査し考察を加えました。燕三条を支えるモノづくりには、「高級爪切り」や「アウトドア製品」、伝統の「追槌銅器」、「洋食器」などがあり、世界が認める磨きの技をはじめ、伝統産業から最先端技術、職人工具から家庭用品まで幅広く、品質の高い製品を世に送り出しています。 燕三条の地場産業は、江戸時代初期からの「和釘づくり」をルーツとする金属加工産業と、時代を超えて受け継がれる伝統産業、今日社会の多様なニーズに対応する最先端技術が融合しているところが特徴で 。 本研究では、こうした点を踏まえ、地域が創出する「付加価値額」の指標をもとにこの存在感を確認し、燕三条は日本を代表する「モノづくりの集積地」であることを確認します。 
最初に、ここにいう付加価値額について定義します。
新潟県統計課の「経済センサス」にもとづけば、利益に給与総額と租税公課を繰り戻したものを付加価値額と記されています。利益は株主へ、給与総額は従業員へ、租税公課は国や自治体への責務を果たしているものと考え、これを以て企業活動で生み出された付加価値額と考えるようです。 
ちなみに、補助金や助成金を 用する際の企業診断などで使われる付加価値額は、利益に人件費と減価償却費を繰り戻したものが使われます。この計算式はより実態に近く、国の立場から見たとき、多くの税収があり、雇用が創出され、設備投資による内需の活性化を示す指標といえます。 今回は新潟県統計課の資料に基づいて、初めに説明した計算式を用います。 











































県央の地域活性化を観光に求めるなら、「モノづくり観光」のブラッシュ・アップにこそ活路が見い出せる選択だと考えます。 なぜなら、第一に県内の金属製品製造業の付加価値額の45%を占める「モノづくり」の最前線基地としての存在感があるところです。 第二に、歴史に裏付けされた積み重ねた技術と最先端技術の融合があります。 名実ともに世界に冠たる「モノづくりのクラスタ」が観光資源としてここにあるといえます。 しかし、実感がないことも現状です。 この点について、阿部が実証研究を試みました。 
阿部彩奈 
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このように、燕三条の「モノづくり」に降りかかる「破壊的イノベーション」に立ち向かうため、積み重ねてきた伝統技術を生かし、「業態転換」を繰り返し発展してきた歴史があります。燕三条には江戸時代から続く「モノづく の物語」があり、今なお続いています。 これぞまさに、一朝一夕には作れない観光資源ではないでしょうか。 
小括します。 
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ところで、tweet を分析する上で規則性の羅列をどのように処理するかを考えねばなりません。 そのため、文を最小単位の品詞に分解して分析できる形にします。これを「形態素解析」といいます。 
この表だけではピンとこないので、このリストをよりわかりやすいように「可視化」する必要があります。 つぎのように整理すると視覚的に分かりやすいですね。この図は、ひとつの文中に同時に出現する言葉と言葉の関係を線で結んだものです。一般に「ネットワーク分析」、または「共起分析」と呼ばれています。 見る限り、「麺」「背」「脂」「スープ」「煮干」」など、いわゆる「燕三条系ラーメン」に関連する共起関係が
極めて強い様子がうかがえます。 
ここで改めて、本分析の目的に立ち返れば、燕三条の観光資源を SNS から発見することでした。見てのとおり、モノづくりを連想させるキーワードは見当たりません。しかし、これだけで燕三条とモノづくりの関連性が乏しいというのは早計というものです。 もっとも、共起分析は定性的なものである為、人によって見え方が異なります。 さらに統計学を使って、定量的に分析を進めます。 
まずは、ネットワーク分析で強い共起関係が見られた「ラーメン」について月ごとの出現数の偏りを調べます。ここでは、χ2（カイ二乗）検定を用います。 
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この表だけではピンとこないので、このリストをよりわかりやすいように「可視化」する必要があります。 つぎのように整理すると視覚的に分かりやすいですね。この図は、ひとつの文中 同時に出現する言葉と言葉の関係を線で結んだものです。一般に「ネットワーク分析」、または「共起分析」と呼ばれています。 見る限り、「麺」背」「脂」「スープ」「煮干」」など、いわゆる「燕三条系ラーメン」に関連する共起関係が
極めて強い様子がうかがえます。 
ここで改めて、本分析の目的に立ち返れば、燕三条の観光資源を SNS から発見することでした。見てのとおり、モノづくりを連想させるキ ワードは見当たません。 かし、これだけで燕三条とモノづくりの関連性が乏 というのは早計というものです。 もっとも、共起分析は定性的な ある為、人によって見え方が異なります。 さらに統計学を使って、定量的に分析を進めます。 
まずは、ネットワーク分析で強い共起関係が見られた「ラーメン」について月ごとの出現数の偏りを調べます。ここでは、χ2（カイ二乗）検定を用います。 
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県央の地域活性化を観光に求めるなら、「モノづくり観光」のブラッシュ・アップにこそ活路が見い出せる選択だと考えます。 なぜなら、第一に県内の金属製品製造業の付加価値額の45%を占める「モノづくり」の最前線基地としての存在感があるところです。 第二に、歴史に裏付けされた積み重ねた技術と最先端技術の融合があります。 名実ともに世界に冠たる「モノづくりのクラスタ」が観光資源としてここにあるといえます。 しかし、実感がないことも現状です。 この点について、阿部が実証研究を試みました。 
阿部彩奈 


































「ラーメン」の月ごとの出現数 この通りです。 本発表は、統計学の研究報告ではないため、極端に砕けた言い方をご容赦ください。ここでは、ありえないことが起きた場合には、関連性がないという帰無仮説を棄却し、関連性があるという対立仮説を採択します。この場合、有意確率p値が6.683×10-11ですから、ありえないことが起きる確率の分岐点 1%水準には大きくおよばない低い確率が示されています。 よって、月と出現数には関連性があるということになります。 さらに言えば、ネットワーク図で強い共起関係が見られたラーメンというキーワードは、「月ごとの出現数には偏りがある」、つまり「月次単位で見ると tweet数にムラがある」と見ることができます。 
続けて、近年燕三条地域で力を入れている、「工場の祭典」が twitter 上ではどのように話題になっているのかを検証します。 
「工場の祭典」にいたっては、1.103×10－44、つまり、小数点以下 0が 43個並ぶほどの低い確率で有意差が見られます。 月次の出現数を見れば一目瞭然で、開催前月の9月と開催月の10月に多く、tweetが無い月もあります。 この結果をネガティブにとらえるより、改善の余地があると見て、たとえば開催月を変えてみたり、毎月ミニ工場の祭典を開いたりなど、考える余地が小数点以下の0の数ほど残されているとする考え方もあります。 また、参考までにこの他の語も解析しました。 
「金物」、「弥彦」については、5％水準、新幹線については 1％水準で有意差が見られます。洋食器にい
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たっては、有意水準をはるかに上回っていますが、出現回数自体が極端に少ないため 参考になりません。 なお、総務省の調査によれば、Twitter の利用層は
20代以下と30代で約半数を占めており、年代別の利用層 バラつきがあります。この点は、本検証の制約条件になることを留意ください。 
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官は、行政サービスやインフラ整備、観光に関して言えば資源の管理、PRの役割を担えます。学は、「知(地)の拠点」「域学連携」として「ひと」の集積や育成、学びと研究の還元により地域の問題解決を図れます。 それぞれの役割があって、そのうちひとつが欠けても、「観光活性化が果たす地域の活性化」には結びつかないでしょう。 ここに改めてDMOの必要性がクローズアップされます。表面上の組織の整備や、政府、自治体からの補助金に依存するような状態では、DMO は十分に機能しないでしょう。最終的には、地方創生の主役とな地域住民が一体 なり、それを産学官がサポートする体系が望ましいと考えられます。 
現在、新潟経営大学は、観光活性化プラットフォームの単年度パイロット事業として「大学 地域の協働による観光活性化モデル事業」を新潟県との官学連携で実施しています。 この取り組みは、観光の活性化が地域に活力を生み出し、地方創生の成功モデルに発展する試金石に位置付けられます。ひいては、日本が誇る産業クラスタ「県央地域」が成し得た観光活性化・地域活性化の成功事例として実を結ぶよう、今後の活動に期待し関心をもって見守りたいと思います。 
今回の発表は研究 ごく一部です。調査研究の成果は地域活性化研究所のジャーナル誌にて、教員と共著で論文発表します。 以上で報告を終わります。ご清聴ありがとうございました。 
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した。つまり、地域ブランドを確立する途上にあるのではないか・・・観光や地域の活性化に資する 思われる各々の資源 PR活動が関連付いていないために、結果として逐次投入の形になっているのではないかとの憂慮に至るわけです。 
次に広域圏の観光活性の視点で考えます。 
着地型観光すなわち「Destination」をマネジメントするDMOに注目が集まっています DMOは今年 6月に閣議決定された地方創生の本丸「ローカル・アベノミクス」の中核機能にほかなりません。 
連携活動に関連して、しばしば地域活性化に「産学官連携」が取り上げられますが、理工系の一部を除き役割分担が定かでないように見受けられます。 
ひとつだけ、経営学の見地から言えること 、「学と官は市場に直接関与していないため、イノベーションを起せない」ということです。それがかなうのは市場と直結し いる 産」の力です。 そして、忘れてならないのは、「産を評価し審判を下すのは民」、すなわち「地域住民」だということです。 
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